





























配位は規則的に現れ 対応する粒子数を ｢魔法数｣と呼IS1.等方調和振動子の魔法数は 2,8,20,40,70,-
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4Dが生じる.前者 (4T)は限られたエネルギー領域にしか存在しない机 後者 (4D)はエネルギーを上げ
ても存在し続けるので,シェル構造への寄与が期待できる.
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図 9=左図は墨子準位密度9(E)のフーリエ変換F(T)を変形度 6とTの関数としてプロットしたもの.右図は古典
周期軌道の周期 Tを変形度の関数としてプロットしたものである.細線は平面周期軌道で,実線が赤道面軌道.破線
が対称軸を含む平面内の軌道を表す.それらの分岐によって生成される4次元軌道を太い実線および破線で表す.4次
元軌道の寄与を見やす<するため,スピン･軌道結合定数には大きめの値 FC=0.2を用いている.
量子･占典対応を議論する際,可積分系では EBK量子化則,強いカオス系では GutzwHlerトレース公
式がよく成り立っている.しかし,現実の物理系のほとんどは,規則運動とカオス運動の混在した "mixed
systemHとなっている.その様な系では周期軌道分岐が至る所で起こっており,トレース公式で用いられた
停富位相近似が破綻している.この欠点を克服し,より一般的な系で軌道分岐の影響を定量的に評価する
ことのできる様な周期軌道理論の拡張が今後の重要な課題である.
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